
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項１ 

令和６年度 事業計画について 
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報告事項１ 

令和６年度事業計画 
 

 

基本方針 

１ 労働条件の確保・改善、労働災害防止・健康保持増進に資するべく、北海

道労働局をはじめ、道内各地区労働基準協会、中央労働災害防止協会北海道

安全衛生サービスセンター、公益社団法人全国労働基準関係団体連合会（全

基連）及び各労働災害防止団体等との連携協力を維持・強化する。 

２ 登録技能講習等事業の的確な実施と適正経理の確保を図る。 

３ 長時間労働の抑制と過重労働対策などの「働き方改革」、「第１４次労働災

害防止対策」に関する行政機関の動向を踏まえつつ、必要な周知啓発に取り

組む。 

４ 公益社団法人の公益目的事業に求められる収支相償の原則に留意し、登録

講習をはじめとする各種公益事業の質の向上・充実に努める。 

 

 

Ⅰ 事 業 

１ 公益目的事業（安全衛生教育事業等） 

⑴ 資格付与講習 

北海道労働局登録教習機関として次の技能講習等を実施する。 

イ 新規に登録を行った「金属アーク溶接等作業主任者限定技能講習」

を加え１３種の講習を、下表及び別添「令和６年度各種技能講習等実

施計画表」のとおり、道内各地において合計２０７回実施する。 

  なお、ある程度需要が落着いたものの法令改正による需要の旺盛な

石綿作業主任者技能講習については、通常年を上回る回数を設定する。 

ロ 安全衛生推進者養成講習、衛生推進者養成講習を同表記載のとおり

道内各地で延べ２５回実施する。 

ハ 建築物石綿含有建材調査者講習（一般・戸建）を同表記載のとおり

札幌市で５回実施する。 

ニ 技能講習等の講習内容の適正確保及び質の向上のために、外部機関

の実施する講師研修の積極的な活用等の取組を行う。 
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⑵ 労働災害防止・健康保持増進のための講習、セミナー 

イ 衛生管理者試験準備講習会 

衛生管理者試験受験者の合格に向けた支援を通じて衛生管理担当の

人材を育成することを目的に、札幌市において１回開催する。 

ロ 衛生管理者等セミナー 

事業場で労働衛生管理の中核となる衛生管理者等の資質向上を目的

として札幌市で開催する。 

ハ 安全衛生セミナー 

労働災害発生動向を勘案し必要に応じ開催する。 

⑶ 労働条件確保・向上のための講習・セミナー 

イ 労務管理講習会 

地区労働基準協会が主催する労務管理実務講習会が時宜を得たもの 

となるよう所管行政機関と調整を行う。 

ロ 管理監督者研修 

職場の第一線管理者に基本的知識を付与することを目的とした周知

啓発セミナーについて需要動向に応じ計画する。 

⑷ 令和６年度第４３回北海道産業安全衛生大会 

労働災害防止、職業性疾病の防止、働く人の健康保持等の労使の意識向

上と社会的気運の醸成を図ることを目的として、北海道労働局、中央労働

災害防止協会、北海道経済連合会に後援を仰ぎ、労働災害防止団体等１７ 

講  習  名 
実 施 回 数 

５年度実績 ６年度計画 

特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者 40 23 

金属アーク溶接等作業主任者限定技能講習 ― 15 

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 34 33 

有機溶剤作業主任者 25 23 

石綿作業主任者 46 32 

鉛作業主任者 2 2 

プレス機械作業主任者 1 1 

乾燥設備作業主任者 3 3 

小型移動式クレーン運転 14 14 

床上操作式クレーン運転 3 3 

ガス溶接 10 7 

フォークリフト運転 25 27 

玉掛け 26 24 

安全衛生推進者・衛生推進者養成 18 25 

衛生管理者試験準備（登録講習対象外） 1 1 

建築物石綿含有建材調査者講習（一般・戸建） 7 5 

合   計 255 238 
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団体・機関とともに札幌市において開催する。 

開催日時  令和６年年９月１９日（木）１４：００～１６：３０ 

会  場  共済ホール（札幌市中央区北４条西１丁目） 

２ 収益事業（技能講習テキスト販売） 

登録技能講習等の教材として受講者に講習用テキストを販売する。 

３ その他の事業（労働関係法令周知・啓発事業の実施） 

⑴ 労働条件の確保・改善対策の推進 

イ 全基連が国から受託した各種事業等を全基連北海道支部として実施

する。 

ロ 全基連が行う外国人技能実習制度関係者養成講習の実施に協力する。 

⑵ 労働災害防止と健康保持増進対策の推進 

イ 第１４次労働災害防止計画 

労働行政、関係労働災害防止団体と連携して必要な周知啓発の取組

を行う。 

ロ 労働安全衛生マネジメントシステム 

地区労働基準協会、中央労働災害防止協会と連携して普及促進を図

る。 

ハ 中央労働災害防止協会活動の周知 

各種広報等機会を捉えて活動の周知に協力する。 

⑶ 意識高揚・啓発 

イ 全国安全週間（７月１日～７日）、全国労働衛生週間(１０月１日～ 

７日)行事に参加する。 

ロ 第８３回全国産業安全衛生大会開催の開催に協力する。 

開催期間  令和６年１１月１３日（水）～１５日（金） 

会  場  広島県立総合体育館(グリーンアリーナ) ほか 

ハ 地区産業安全衛生大会 

労働災害発生動向等を踏まえ、必要に応じ地区労働基準協会を支援・

協力する。 

 

Ⅱ 会 議 

１ 当連合会主催会議開催予定 

⑴ 定時総会            令和６年 ６月２０日（木） 

⑵ 理事会             令和６年 ５月１６日（木） 

                  令和６年 ６月２０日（木） 

令和６年１１月１３日（水） 

令和７年 ３月２１日（金） 
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⑶ 全道支部長会議 

（兼地区労働基準協会事務局長会議）令和７年 ２月１７日（月） 

⑷ その他必要な会議 

２ 関係行政機関・団体等主催の会議への出席 

北海道労働局、北海道、（公社）全国労働基準関係団体連合会、中央労働

災害防止協会、（一社）全国登録教習機関協会等主催の会議の招集に応じて

随時出席する。 

 

Ⅲ 広 報 

１ 会報（隔月刊）「労基ニュース」の発行 

２ 当会ホームページを活用した情報提供 

３ 一般労働条件・安全衛生対策としての各種参考資料の作成・配布等 

 


